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政策評価（令和５年度）

１　戦略のねらい

２　施策評価の結果

※施策評価の結果：A、B、C、D、Eの５段階で判定した結果

３　総合評価結果と評価理由

　※定量的評価：施策評価結果を点数化して平均点を算出し、Ａ相当、Ｂ相当、Ｃ相当、Ｄ相当、Ｅ相当の５段階に判定する。

　 　・施策評価結果の配点　A：４点、B：３点、C：２点、D：１点、E：０点

　 　・判定基準（平均点）　 　Ａ相当：４点、Ｂ相当：３点以上４点未満、Ｃ相当：２点以上３点未満、Ｄ相当：１点以上２点未満、Ｅ相当：１点未満

　※総合評価：定量的評価を基本とし、定性的評価を考慮する必要がある場合には、総合的な観点からA、B、C、D、Eの５段階に判定する。

４　主な課題と今後の対応方針

　※課題と今後の対応方針の各施策の詳細については、施策評価調書を参照

５　政策評価委員会の意見

政策評価調書

　戦略３　観光・交流戦略

　幹事部局名 観光文化スポーツ部 　評価者 企画振興部長 　評価確定日 令和５年７月31日

　価値観の変化と地方への関心の高まりを好機と捉え、食や文化、スポーツをはじめとする多様な分野と観光との連携・
融合により、交流人口の更なる拡大を図ります。

施策評価の結果

2022（Ｒ４） 2023（Ｒ５） 2024（Ｒ６） 2025（Ｒ７）

目指す姿１「何度でも訪れたくなるあきた」の創出 Ｂ

目指す姿２「美酒・美食のあきた」の創造 Ａ

目指す姿３文化芸術の力による魅力ある地域の創生 Ａ

目指す姿４活気あふれる「スポーツ立県あきた」の実現 Ｃ

目指す姿５国内外との交流と住民の暮らしを支える交通ネットワークの構築 Ｃ

総合評価 評価理由　　　　　

　観光産業を取り巻く環境は改善しつつあるが、他の産業に比べ
労働生産性が低いほか、人材不足が生じている。

　「冬季誘客の促進」や「高付加価値化」、「デジタル技術の活
用」の推進により労働生産性の向上を図るとともに、職場環境の改
善や意欲・スキルの向上などの「観光人材の確保」に向けた取組を
進める。

など　 など　

　令和４年にデビューしたサキホコレの新商品開発の機運は高
まっているものの、まだまだ商品数が少なく販売量や金額が伸び
ていない。

　サキホコレ自体のプロモーション活動を絶好の機会と捉え、これ
に連動して加工品の裾野を拡大していく。

など　 など　

　あきた芸術劇場ミルハスの開館に伴う県民の文化振興に関する
気運の高まりを県民の文化芸術活動の促進と県全体の文化振興に
つなげ、ミルハスを核とした地域のにぎわい創出が求められてい
る。

　あきた芸術劇場ミルハスの適切かつ効率的な運営を行っていくほ
か、ミルハスの優位性を最大限にＰＲし、集客力のある公演の開催
や周辺施設等と連携したイベント等の実施により、地域のにぎわい
創出につなげる。

など　 など　

　スポーツ大会等の開催について、より観光につながる取組が不
足している。

　スポーツ大会等の開催支援に当たっては、観光･文化･食などの多
様な観光資源を活用した効果的なＰＲなどの取組の拡充について大
会主催者等へ協力を求める。

など　 など　

　デジタル化による地域公共交通の運行効率化や利便性向上に向
けて、交通事業者や市町村の発意による積極的な取組が行われて
いるものの、それぞれの財政的な負担は大きい状況にある。

　デジタル化に向けて、交通事業者や市町村と情報共有を図りなが
ら、これらの主体による先進的・モデル的な取組への補助を通じて
新たなモビリティサービスの導入を図る。

など　 など　

施　　　策

Ｂ
　施策評価の結果を基にした定量的評価が「Ｂ相当（平均点3.00）」であることから、総合評価は
「Ｂ」とする。

目指
す姿

　課題（戦略の目標達成に向けた課題など） 今後の対応方針（重点的・優先的に取り組むべきこと）
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　自己評価の「Ｂ」をもって妥当とする。
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